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よ
い
習
慣
を

育
て
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

こ
の
ほ
ど
、
八
番
目
の
市
立
幼
稚
園
、
平
盛
幼
稚
園
が
大
久
保
町
平
盛
に
誕

生
。
こ
の
平
盛
幼
稚
園
は
、
昨
春
。
や
む
を
え
ず
平
盛
小
学
校
の
中
に
大
久
保

幼
稚
園
の
分
園
と
し
て
開
園
し
た
も
の
を
、
新
し
い
建
物
で
保
育
を
始
め
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
四
月
か
ら
は
定
員
を
四
十
人
増
や
し
、
百
六
十
人
を
保
育
し

ま
す
。就

学
前
教
育
を
保
障

大
久
保
地
域
に
は
昭
和
四
十
年
に

開
園
し
た
大
久
保
幼
稚
国
が
あ
り
ま

す
が
、
府
営
西
大
久
保
団
地
の
入
居

な
ど
に
と
も
な
っ
て
入
園
希
望
者
が

急
増
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
新

し
い
幼
稚
園
を
造
っ
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
が
強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
新
し
い
幼
稚

図
を
五
十
五
年
度
に
開
國
す
る
予
定

を
立
て
、
そ
れ
ま
で
の
措
置
と
し
て

平
盛
小
学
校
の
中
に
三
ク
ラ
ス
百
二

十
人
の
大
久
保
幼
稚
園
平
盛
分
園
を

開
園
し
、
住
民
要
望
に
こ
た
え
、
就

学
前
教
育
の
機
会
を
保
障
し
て
き
ま

し
た
。

建
設
中
の
新
し
い
平
盛
幼
稚
園

こ
の
た
び
完
成
し
た
平
盛
幼
稚
園

は
、
敷
地
面
積
が
千
六
百
五
十
三
平

方
μ
で
、
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
四
百
五
十
三
平
方
μ
の
建

物
で
す
。
そ
の
中
に
保
育
室
を
四
室

すべて新規登録
2月1日から

そ
こ
で
、
今

回
の
五
巻
と
次

回
の
六
巻
で
は

各
地
域
の
立
地

・
信
仰
な
ど
の
収
集
と
い
う

方
法
で
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
は
各
地
域
の
開
発

宇
治
市
史
第
五
巻
発
売
中

地
域
の
生
活
を
探
求

条
件
や
生
活
史
を
、
山
航
空

写
真
と
地
籍
図
の
対
照
、
印

古
文
書
・
古
記
録
の
読
み
下

し
、
倒
行
事
・
風
俗
・
習
慣

と
、
遊
戯
室
、
職
員
室
兼
保
健
室
を

そ
れ
ぞ
れ
一
室
設
け
、
機
能
的
で
明

る
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
総
事
業
賢
は
約
一
億
七
千

二
百
万
円
で
、
そ
の
う
ち
用
地
費
が

九
千
三
百
四
十
六
万
円
、
造
成
費
が

千
百
九
十
三
万
円
、
建
設
費
は
六
千

六
百
七
十
五
万
円
。
こ
れ
ら
の
財
源

は
、
市
の
負
担
が
約
一
億
五
千
二
百
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新
規
登
録
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

■
印
鑑
登
録
で
き
る
人

・
宇
治
市
に
住
民
登
録
、
外
國
人
登

録
を
し
て
い
る
十
五
歳
以
上
の
人

で
す
。
た
だ
し
禁
治
産
者
は
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

■
登
録
で
き
な
い
印
鑑

・
住
民
票
、
外
国
人
登
録
原
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
表
わ
し
て

い
な
い
も
の
。

市
で
は
、
昨
年
、
印
鑑
登
録
を
カ

ー
ド
（
印
鑑
登
録
証
）
に
し
た
新
し

い
印
鑑
条
例
を
制
定
。
す
で
に
印
鑑

ｎ
録
を
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

印
鑑
口
録
の
切
替
え
手
続
き
を
八
月

か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
日
で

手
続
き
は
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
印
鑑
ｎ
録
を
し
て
い

て
新
制
度
へ
切
替
え
し
な
か
っ
た
人

は
今
後
す
べ
て
新
規
登
録
の
扱
い
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
録
申
請
の
代
理
人

ｎ
録
申
請
は
、
本
人
が
手
続
き
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
０
-
む
を
得
ず
、

代
理
人
に
依
頼
さ
れ
る
と
き
に
は
本

人
が
自
署
、
押
印
し
た
「
委
任
の
旨

を
証
す
る
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
」
が
必
要
で
す
。

■
登
録
申
請
の
確
認

ｎ
録
申
請
さ
れ
た
人
が
木
人
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
が
、
そ

の
方
法
は
本
人
の
自
宅
に
あ
て
に
照

会
轡
を
郵
送
し
、
一
ヵ
月
以
内
に
回

と
保
存
の
問
題
を
考
え
た
り

先
人
の
生
き
ざ
ま
な
り
、
生

活
の
移
り
変
わ
り
を
み
つ
め

な
お
す
素
材
と
な
る
こ
と
で

４
月
か
ら

定
員
4
0
人
増

答
書
を
市
役
所
へ
持
参
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
新
規
登
録
し
た
そ
の
日
に
印
鑑
証

明
書
を
出
せ
る
の
は
、
本
人
が
申

謂
さ
れ
て
、
次
に
あ
て
は
ま
る
場

合
で
す
。
■

印
運
転
免
許
証
や
･
＜
Ｋ
ポ
ー
ト
な
ど

の
官
公
署
発
行
の
写
真
を
貼
付
し

た
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
と
き
。

向
申
謂
者
が
本
人
に
相
違
な
い
こ
と

を
、
保
証
人
が
保
証
し
た
と
き
。

な
お
、
保
証
人
は
自
分
の
実
印
を

持
っ
て
（
市
外
在
住
の
場
合
は
印
鑑

証
明
書
一
通
も
必
要
）
、
申
請
者
と

と
も
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
印
鑑
登
録
証
と
証
明
書

手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
印
鑑
ｎ

録
証
（
ｎ
録
カ
ー
ド
）
を
お
渡
し
し

ま
す
。
印
鑑
ｎ
録
証
明
書
が
必
嬰
な

一

一一

取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

な
お
、
宇
治

市
史
第
五
巻
の
価
格
は
一
冊

四
千
円
（
送
料
、
四
百
円
）

で
す
。
市
史
編
さ
ん
室
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

盛
幼
稚
園
と
で
満
た
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
の
将
来
人
口
推
計
か
ら
み

る
と
、
幼
児
の
数
は
叔
少
傾
向
に
あ

り
、
昨
年
の
大
久
保
地
域
の
よ
う
に

入
園
希
望
が
殺
到
す
る
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も

地
域
に
根
ざ
し
た
幼
児
教
育
の
施
設

整
備
と
確
立
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
に
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
カ
ー
ド

を
渡
す
と
と
も
に
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
（
交
付
申
請
書
に
記
入
す
る
必
妥

が
あ
り
ま
す
）
。
な
お
、
実
印
や
委

任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
印
鑑
登
録
証
の
返
還

次
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
登
録

カ
ー
ド
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
印
鑑
の
ｎ
録
を
し
て
い
る
人
が
別

の
新
し
い
印
鑑
で
申
謂
す
る
と
き

▽
登
録
カ
ー
ド
が
汚
れ
た
り
、
破
れ

た
り
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き

▽
死
亡
や
転
出
さ
れ
た
と
き

▽
結
婚
し
て
氏
が
変
わ
っ
た
り
、
そ

の
他
登
録
し
て
い
る
印
鑑
が
消
除

さ
れ
た
と
き
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ら
れ
て
い
る
▼
新
春
初
釜
の
一
月
七

日
私
は
対
鳳
庵
を
訪
ね
た
。
青
年
会

議
所
茶
道
同
好
会
の
山
本
会
長
は
じ

め
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
っ

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
初
釜
は
本
年

で
第
五
回
目
を
迎
え
た
。
今
年
は
本

席
が
対
鳳
庵
、
副
席
が
お
隣
の
あ
い

宗
さ
ん
の
茶
室
で
あ
っ
た
。
伊
賀
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
出
席
さ
れ
た
茶
道
の
吉

岡
先
生
が
主
客
で
、
女
性
五
人
、
男

性
三
人
の
同
席
で
あ
る
。
梅
村
岳
伸

さ
ん
の
お
手
前
で
茶
せ
ん
さ
ば
き
あ

ざ
や
か
に
濃
い
茶
が
た
て
ら
れ
る
。

す
ば
ら
し
い
濃
緑
の
お
茶
は
見
る
だ

け
で
も
心
が
ほ
の
ぼ
の
と
暖
ま
っ
て

く
る
よ
う
に
思
う
▼
お
茶
わ
ん
は
伊

賀
焼
明
胤
作
。
こ
の
人
は
宇
治
橋
通

り
茶
商
山
本
家
の
三
男
で
奈
良
薬
師

寺
の
出
身
、
現
在
潮
来
の
潮
音
寺
住
■

職
で
あ
る
。
お
茶
わ
ん
の
他
、
水
差

し
と
茶
入
れ
の
三
つ
ぞ
ろ
い
の
伊
賀

焼
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
。
茶
し
ゃ
く
の
銘
は

。
あ
じ
ろ
ぎ
’
、
薬
師
寺
の
古
材
か

一ｆ１

一

一

一

ら
で
き
て
い
る
逸
品
で
あ
る
。
こ
れ

も
明
胤
さ
ん
の
寄
贈
と
い
う
。
釜
は

淡
々
斉
書
付
け
与
兵
衛
造
り
で
あ

る
。
炉
縁
は
平
等
院
の
古
材
で
あ
り

古
く
て
珍
し
い
貴
ｍ
な
も
の
だ
▼
ａ

い
茶
は
次
々
と
ま
わ
さ
れ
て
、
一
ロ

ニ
ロ
い
た
だ
く
ご
と
に
人
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
し
み
じ
み
と
味
わ
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
静
と
寂
と
和
、
そ
れ
は

茶
の
逍
の
み
の
も
つ
や
す
ら
ぎ
の
心

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
す
ば
ら

し
い
茶
の
道
が
宇
治
に
存
在
す
る
こ

と
の
う
れ
し
さ
、
そ
し
て
こ
れ
を
受

け
継
ぎ
、
次
代
に
送
り
伝
え
よ
う
と

す
る
青
年
会
議
所
の
み
な
さ
ん
や
茶

道
連
盟
の
伊
藤
先
生
を
は
じ
め
多
く

の
お
茶
の
先
生
方
に
限
り
な
い
敬
意

と
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
▼
今
年
は
新

容
か
ら
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ふ
石
さ
と

づ
く
り
を
私
の
念
願
と
し
て
い
る
。

茶
の
泣
、
茶
の
心
が
や
す
ら
ぎ
の
町

づ
く
り
に
大
き
な
支
え
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

一一
］｀一一一一一一一一一一一

宸
表
馬
ぼ
ふ
丸
・
・

一一

皿
Ｅ
明

ブ
ス
7
8

種

Ｅ
珈
入

一
ま
匹
一
一
一

他

こ
ご
″

具

用

心
ｍ
突
二
町

一

薦

驚
ヴ
汽
絢

心
呪
‥
‥

鬘

・
■ －

一

一

｀
一

Ｉ
‥
‥
‥
■
■
匹

2
1

3
1
叫

７
Ｊ
．
ム
ロ
ー
ベ

。
。
。
■

゜
刳
2
2

4

べ
鉄
Ｌ
Ｉ

乱
腎
四

ズ

㈱

万

し
四
刎
い

よ

り

４
１
水

レ
い
り
金
昿

－
／
前

¨
つ
は

０
乱
ン
ｙ

」

し
‰
力
に

隋
則
ふ
ル
虹

セ

ン
超
用
電

方
置
１

マ

１ ４

恩
づ
物
心
Ｅ

ト
ト
富
｀

ヨ
豊
鋤

謝

四

i
ｎ

１０
０

－
1
1
1
ｔ
－
―
ｒ
－
－
－
Ｉ
ｊ
－

一一

印鑑登録

沿
１
ｒ
ド

タ
Ｊ
’
１
｀
ｙ
ｙ
謳
一
．

三の間

｀

一一一一｀

一一

｀一
丿

一一一一１一一

一一一一一

一

』

一一一

ＩＩ

－
一一

ｆ
一
”

一
］

｛
・一

｝
一

Ｗ”
・

―
ｙ一一一

1

1

1

1

－

1

1

1

1

1

1

1

1

ｉ

『

■

－

－

１

－

・

Ｉ

Ｉ

・

1
4
1
1
4
1
1
1
4
1
ｔ
ｉ
ｔ
ー
ー
ｉ
ｌ
ｉ
ー
４
１
４
１
Ｓ
―
ｌ
ｉ
ｉ
Ｘ
Ｘ
４
ー
ー
ぐ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ー
ー
Ｓ
ｉ
ｉ
―
―
４
4
1
1
I
I
4
ｘ
４
１
ｔ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
1
4
1
1
Ｉ
Ｉ
Ｑ
ｉ
ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ

－

一
ｖ
?
ｉ
.
^
i
i
s
ｐ
>
Ｋ
ｊ
t
ｎ
Ｋ
く
ｖ
;
ｉ
ｊ
-
^
Ｓ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｋ
'
i
a
n
i
し
一
■
ｓ
ａ
-
＾
-
Ｋ
Ｌ
ｉ
Ｏ
'
'
一

一

一一

平盛幼稚園



㈲行発日荊ｎ
ゐ

荊ｒ
Ｄ

榔㈲吽1
9

8りよだ″市
｛

ｔ号1 1ｒ
ａ

第

咄のに

明
応
二
年
（
一
四
九
Ξ
）
、
細
川

政
元
は
、
応
仁
の
１
以
来
そ
の
親
交

を
保
っ
て
い
た
畠
山
政
長
を
ａ
め
て

こ
れ
を
滅
ぼ
す
と
と
も
に
、
将
軍
足

利
薦
植
に
か
え
て
義
澄
を
た
て
た
。

俗
に
。
明
応
の
ク
ー
デ
タ
ー
’
と
称

さ
れ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

一
方
、
畠
山
方
で
は
、
政
長
の
子

尚
順
が
跡
を
つ
ぎ
、
河
内
を
根
拠
地

と
し
て
徐
々
に
そ
の
勢
力
を
回
復
、

。
明
応
八
年
七
月
に
は
趨
前
に
逃
れ
て

い
た
前
将
軍
足
利
薦
祖
と
も
連
絡
が

つ
い
た
。
や
が
て
摂
津
か
ら
用
山
城

に
勢
力
を
伸
ば
し
、
京
都
に
迫
ろ
う

と
す
る
こ
の
畠
山
勢
と
、
い
ま
や
政

橋
の
府
を
思
い
の
ま
ま
に
操
る
細
川

政
元
と
の
衝
突
は
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

両
者
の
戦
闘
は
、
南
山
城
で
火
ぷ

た
が
切
っ
て
m
t
i
れ
Ｉ
Ｈ
'
＾
川
政
元

の
唇
呆
沢
宗
益
が
宇
治
に
打
ち
入

っ
た
の
も
こ
の
年
の
九
月
の
こ
と
で

あ
る
。
十
九
日
に
は
宇
治
槙
嶋
に
お

い
て
合
戦
が
あ
り
、
二
十
七
日
に
は

宗
益
勢
に
よ
っ
て
宇
治
の
民
家
が
放

火
さ
れ
た
。
’
近
衛
政
家
の
日
記
『
後

法
興
院
記
』
に
は
、
二
十
九
日
の
朝

に
「
槙
嶋
館
」
が
没
落
し
た
こ
と
、

頚
十
七
が
京
に
着
し
た
こ
と
、
御
厨

ゆ
え
に
反
細
川
方
と
な
っ
た
の
か
、

原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
将
軍
直
臣
団
の
一
員

で
あ
っ
た
槙
賜
氏
に
と
っ
て
、
細
川

政
元
に
よ
っ
て
京
都
を
追
わ
れ
た
前

将
軍
足
利
薦
材
が
、
い
ま
だ
「
公
方

」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ゆ
え
の
反
細
川
行
助
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
明
応
八
年
九
月
に
槙

こ
う
し
て
槙
鳩
城
を
し
ぱ
し
ぱ
利
用

し
た
の
は
、
こ
の
地
が
大
和
・
河
内

へ
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
は
、
こ

の
地
の
風
光
の
ｍ
じ
さ
が
、
政
争
と

戦
乱
に
あ
け
く
れ
た
彼
の
心
を
な
ご

め
る
唯
ひ
と
つ
の
場
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
政
元
の
属
撒
と
し
て
の

槙
嶋
城
の
。
安
泰
’
‘
翼
一
く
は
続
か

槙
嶋
城
の
転
変

子
（
水
呑
讐
向
じ
ぐ
落
城
し
た

こ
と
受
試
え
て
い
る
。

こ
の
京
に
着
い
た
即
に
、
襖
鴫
氏

の
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
確
か
な

こ
と
は
楓
嶋
氏
が
こ
の
闘
い
で
畠
山

尚
順
に
味
方
し
、
細
川
軍
の
前
に
敗

れ
去
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

応
仁
の
乱
の
開
戦
以
来
つ
ね
に
細

川
方
に
つ
い
て
き
た
棋
嶋
氏
が
、
何

嶋
氏
が
耽
處
し
て
以
降
し
ぱ
ら
く
の

間
、
槙
嶋
城
は
細
川
政
元
の
属
城
と

な
り
、
政
治
の
中
心
と
も
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
文
魯
刀
年
（
一
五
〇
一

）
六
月
に
は
将
軍
義
澄
を
招
い
て
酒

宴
が
闘
か
れ
、
金
春
大
夫
の
猿
楽
が

催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
元
が
、

こ
の
年
の
越
年
を
槙
鳴
城
で
行
な
っ

た
こ
と
な
ど
も
、
そ
の
き
わ
だ
っ
た

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
政
元
が

女
性
の
豊
か
な
生
活
を

婦
人
が
豊
か
な
告
一
一
一
を
送
る
た
め

に
は
、
今
の
世
の
中
で
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
疆
じ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
家
族
の
中
の
女
、

婦
人
の
社
会
保
障
、
婦
人
の
教
育
権

の
保
障
、
婦
人
の
社
会
茄
と
い
っ

た
四
つ
の
角
度
か
ら
、
講
師
の
話
と

受
講
生
同
士
の
話
し
合
い
を
通
し
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

第
一
講
・
・
・
２
月
1
4
日
（
木
）

「
学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
」

第
二
講
・
・
・
２
月
1
6
日
（
土
）

『
現
代
家
族
の
特
徴
』
講
師
―
花

園
大
学
講
師
の
竹
内
安
子
さ
ん

第
三
講
・
・
・
２
月
2
2
日
（
金
）

「
女
の
老
後
－
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ー
」
講
師
‐
第
二
講
と
同
じ

第
四
講
・
・
・
２
月
2
9
日
（
合

「
女
の
年
金
は
」
講
師
1
1
宇
治
養

護
老
人
ホ
ー
ム
明
星
園
園
長
の
辻

村
禎
彰
さ
ん

第
五
講
…
３
月
４
日
（
火
）

「
女
と
医
療
保
障
」
講
師
1
1
京
都

婦
人
学
級
の
受
講
生
募
集

南
病
院
医
療
社
会
事
業
部
長
の
堀

川
幹
夫
さ
ん

第
六
講
・
・
・
８
月
８
日
（
土
）

「
女
と
医
療
保
険
制
度
」
講
師
＝

第
五
講
と
同
じ

第
七
講
・
・
・
３
月
1
1
日
（
火
）

「
女
の
自
由
時
間
活
助
」
講
師
1
1

阪
用
大
学
舗
師
の
深
井
輝
子
さ
ん

第
八
調
・
・
・
３
月
1
8
日
（
火
）

「
婦
人
と
生
涯
教
育
」
講
師
1
1
京

都
府
教
育
委
員
合
社
会
教
育
主
事

の
美
若
忠
生
さ
ん

第
九
講
・
：
３
月
2
5
日
心
火
）

「
婦
人
の
学
習
要
求
と
学
習
橋
の

保
障
」
講
師
‐
第
八
講
と
同
じ

第
十
講
・
：
３
月
2
7
日
（
木
）

「
婦
人
の
社
会
参
加
－
地
域
活

助
１
‐
」
講
師
＝
竃
谷
大
学
教
授

の
杉
本
一
義
さ
ん

第
十
一
舗
・
・
・
３
月
2
8
日
（
金
）

「
学
習
の
ま
と
め
」

▽
と
き
・
・
・
毎
回
午
前
1
0
時
～
1
2
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
氏
館
（
市
民
会
館
）

▽
対
象
・
・
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
5
0
歳

ま
で
の
婦
人

▽
定
員
＝
・
3
0
人
（
先
着
順
）

希
望
の
人
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「

道
標
展

宇
治
市
公
民
館
で
は
、

ず
、
永
正
几
年
心
一
五
〇
Ξ
）
に
政

元
と
赤
沢
宗
益
が
対
立
す
る
に
及
ん

で
、
再
ぴ
転
変
の
歴
史
を
歩
む
こ
と

に
な
っ
た
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
状

況
を
契
機
に
、
畿
内
は
完
全
に
混
迷

の
時
代
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
の
世
へ
と

突
入
し
、
戦
乱
の
舞
台
は
山
城
国
を

離
れ
て
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
大
和

の
国
々
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。

婦
人
学
級
受
講
希
望
」
と
書
き
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
宇
治
市
公
民
餌
（
宇
治
里
尻

7
1
－
９
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
子
＼
Ｍ
ｍ
ｊ
ん
の
保
育
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
申
込
み
の
時
に
、

子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
が
少

し
必
妥
で
す
。

公
民
館
登
行
ぐ
時
、
這
の
鰐
町
に
あ
っ
て
旅
人

録
の
宇
治
映
画
同
好
会
と
拓
本
サ
ー
が
迷
わ
ず
に
目
的
地
に
着
け
る
よ
う

ク
ル
、
は
ま
ち
＾
)
２
≪
Ｋ
会
、
歴
史

サ
ー
ク
ル
と
の
共
催
で
、
道
標
展
を

開
き
ま
す
。

這
標
－
昔
、
旅
人
が
宇
治
を
通

っ
て
京
や
奈
良
・
大
津
・
大
坂
へ
と

゜
１
一
Ｉ
一
一
Ｉ
Ｉ
・
一
―
－
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
S
4

S
春

檎
嶋
氏
の
活
躍
に
つ
い
て
伝
え
る

史
料
が
次
第
に
そ
の
姿
を
消
す
の
も

こ
の
頃
だ
が
、
し
ぱ
ら
く
の
ち
に
、

今
一
度
、
こ
の
地
が
歴
史
の
上
に
ク

に
、
方
向
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
や
そ
の
道
標
も
、
昔

の
よ
う
な
役
割
も
な
く
、
静
か
に
町

か
ど
に
立
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は

失
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
標
を
通
じ
て
、
宇
治
の
歴

史
を
考
兄
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
２
月
１
日
（
金
）
か
ら

２
月
６
日
（
火
）
ま
で

午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
民
館
（
市
民
会
館
）

大
会
議
室

▽
内
容
・
・
血
標
の
写
真
パ
ネ
ル
、

拓
本
（
模
型
・
仮
物
他
）
、
ス

ラ
イ
ト
、
解
脱
な
ど

る
。
そ
れ
は
織
田
信
長
に
Ｌ

統
一
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。

の元政川細

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

（
公
民
館
）

児
童
手
当

２
月
期
か
ら
増
額

昨
年
十
月
、
児
童
手
当
制
度
の
一

部
が
改
正
－
昭
和
五
十
四
年
十
月

分
か
ら
、
前
年
の
収
入
に
よ
る
市
民

税
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
受
給
者
の

手
当
額
が
、
月
額
六
千
五
百
円
に
増

額
さ
れ
ま
し
た
１
０

そ
こ
で
、
二
月
期
支
給
分
（
十
月

分
か
ら
一
月
分
ま
で
）
は
、
二
万
六

千
円
と
な
り
ま
す
。

水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ｙ
ク

ス
は
検
針
員
が
見
や
す
い
と

こ
ろ
に
殷
け
ま
し
ょ
う
。

新
し
く
水
道
を
引
く
場
合

ま
ず
水
漠
頂
者
か
ら
設
計

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
、
市
水
逍
郎
で

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
＾
ク
ス
が

ス
が
屋
内
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
あ
る
い
は
木
々
で
隠

れ
る
な
ど
、
検
針
す
る
場
合

に
困
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
針
し
に
く

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
水
温

使
用
者
の
負
担
で
メ
ー
タ
ー

見
や
す
い
と
こ
ろ
に

んせまいとは派宗旨宗地墓園公のぎらすや

麟
恋

‥
加
就

一
門
’

Ｉ『
５割１ま１りＭ裂１民市治宇

３
号
号

る
8
0
4

限
５
４

こ
3
6
3

S
第
第

聖
都
環

の
２
’
３

上
令
令

以
旨
旨

ｉ
ｉ
i

0
0
都
吻

’
‘
｀
京

］
ｇ
Ｊ
Ｓ
号

１
号
番

一
］
詰

Ｉ
Ｆ

：
：
＊
ｉ

但
発
地

ぐ
開
墓

。
８
７
７

ｈ１
３
め

み
３
”
μ

込
庄
佃

し
ヶ

申
五
所

詰
″

合
宇
園

い
皿
霊

澗
京
治

｀
宇

社
場
園

礁慰寧
青
財

店
人
園

？
霊

心
ａ

販
財
姉

C
Ｏ

１０
０

水道メーターボックス

見
や
す
い
位
置
に
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
の
ち
、
メ
ー
タ

ー
の
払
い
出
し
（
お
賃
し
）

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
水
道
工

-
m
と
も
な
わ
な
い
建
物
の

修
理
や
増
改
築
・
造
園
工
事

な
ど
で
、
メ
ー
タ
ー
ホ
ッ
ク

な
お
、
市
民
税
所
得
割
の
か
か
る

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
μ
お

り
で
月
額
五
千
円
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所

福
祉
課
の
母
子
児
童
福
祉
係
ま
で
。

（
福
祉
課
）

確
定
申
告
の説

明
会

昭
和
五
十
四
年
分
所
得
税
預
乖

告
が
、
今
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
宅
取
得
控
除
を
は
じ

め
確
定
申
告
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
会
と
申
告
相
談
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
納
得
の
い
く
よ
う
に
、
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
２
月
７
日
（
木
）
午
前

1
0
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館

設
置
場
所
を
変
え
て
い
た
だ

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
工
事

の
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ｙ

ク
ヌ
に
む
子
分
庄
意
し
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
水
温

部
給
水
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
（
水
道
部
）

◇

確
定
申
告
の
期
間
中
、
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
を
さ
れ
る
人
は
、
二
月
十
六
日
以

前
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
税
金
の

還
付
も
早
ぐ
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

早
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
宇
治
税
務
署
＝

大
久
保
町
井
の
尻
6
0
（
電
話
０
４
１

４
１
番
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
民
税
課
）

1
9
8
0
年

世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス

二
月
一
日
－
こ
の
日
は
「
世
界

膜
林
業
セ
ン
サ
ス
の
日
」
で
す
。

今
回
の
セ
ン
サ
ス
は
、
ぼ
連
の
食

糧
農
業
機
関
が
十
年
に
一
度
提
唱
す

る
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
計
画
に
参

加
す
る
も
の
で
、
我
が
国
農
林
業
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
農
林
家
戸

数
や
耕
地
面
積
、
農
林
業
経
営
の
概

況
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
か
、
調

査
結
果
は
各
種
農
林
業
振
興
の
諸
施

策
を
す
す
め
る
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
果
を
も
っ
て
お
う

か
が
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
ぐ
だ
さ
い
。

（
企
画
課
）

市
で
は
、
市
内
の
三
ヵ
所
に
’
老
人

園
芸
ひ
ろ
ば
‘
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
お
年
寄
り
に

野
菜
や
花
作
り
を

楽
し
ん
で
い
た
だ

く
中
で
、
健
康
を

保
ち
交
流
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。

を
募
集
し
ま
す
。

▽
大
き
さ
…
１
区
画
1
0
平
方
μ
で
Ⅲ
区

画
。

6
0
歳
以
上
で
、
ほ
か
の
老
人
園
芸

ひ
ろ
ぱ
を
利
用
し
て
い
な
い
人
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
1
6
日

ま
で
に
、
必
ず
ご

利
用
者
募
集

東
宇
治
園
芸
ひ
ろ
ば

そ
こ
で
、
東
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

（
五
ヶ
庄
二
番
割
）
の
第
二
期
利
用
者

▽
利
用
期
間
．
．
・
5
5
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
．

▽
対
象
…
5
5
年
１
月
１
日
現
在
、
満

本
人
か
印
鑑
を
持

っ
て
市
役
所
の
福

祉
課
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
し
ま
す
。

（
福
祉
課
）
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建
設
工
事
物
品
供
給
業
者
の
登
録
申
請

受
付
は
２
月
2
9
日
ま
で

市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
指
名

業
者
の
資
格
審
査
の
申
謂
を
次
の
要

慎
で
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
が
な
い

と
工
事
の
入
札
や
物
品
の
供
給
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

○
建
設
工
事
関
係
・
・
・
申
詞
書
（
建
設

省
続
一
様
式
）
、
許
可
登
録
証
明

書
、
市
税
の
納
税
証
明
書
、
建
設

業
退
職
金
共
済
組
ふ
茄
入
証
明
、

印
鑑
証
明
書
と
便
用
印
鑑
届
、
京

都
府
ま
た
は
近
畿
地
方
建
設
局
発

行
の
五
十
五
年
度
格
付
通
知
書
な

４

０
測
量
・
地
質
調
査
・
建
設
＝
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
関
係
・
・
・
申
請
書
心

建
設
省
統
一
様
式
）
、
現
況
報
告

書
、
市
税
の
納
税
証
明
書
、
印
鑑

証
明
書
と
使
用
印
鑑
届
な
４

０
物
品
関
係
（
製
造
・
販
売
）
・
・
・
申

請
書
（
会
計
課
に
備
え
付
け
）
、

市
税
の
納
税
証
明
書
な
４

０
役
務
の
提
皆
霧
関
係
・
・
・
申
請
書

（
会
計
課
に
備
え
付
け
）
、
市
税

の
塑
聳
萌
書
な
４
・

▽
受
付
期
間

２
月
1
2
日
～
2
9
日
午
前
９
時
～

午
移
４
時
（
土
曜
は
正
午
ま
で
）

▽
受
付
場
所

市
役
所
の
会
叶
課
用
度
契
約
係

◇

な
お
、
申
謂
に
つ
い
て
は
、
市
の

様
式
・
手
引
き
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

（
会
計
課
）

案
内

■
市
民
ス
キ
ー
教
室

▽
と
き
・
：
２
月
1
7
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー

場

▽
参
加
資
格
・
・
・
市
民
、
及
ぴ
市
内
の

移動図書館（2月分）

｀
Ｉ
Ｕ

福
謬
錯

絲
詰
詐

笠
笠
北
南
紫
ユ

団
団
団

1
1
1
1
1
1

u
u
u

昌
轜
延

1
1
1
1
1
1

山
取
４
!
i
n
＾
島
山

炭
笠
T
ｔ
i
a
ｔ
槙
蔭

晶
晶
開

職
場
に
勁
務
す
る
人

▽
参
加
費
・
・
・
大
人
二
千
一
管
円
、
小

学
生
以
下
千
九
百
円
で
、
賃
ス
キ

ー
希
望
の
人
は
別
に
大
人
千
五
百

円
、
小
学
生
以
下
千
円
が
必
弩

▽
申
込
み
・
・
・
参
加
費
を
添
え
て
最
寄

り
の
レ
ク
リ
干
・
シ
’
ン
協
会
理

事
心
永
谷
三
之
丞
さ
ん
=
＠
８
０

３
５
、
浅
田
昌
三
さ
今
０
０
８

就
莞
無
竿
ご
万
言
匹

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。
む
昌
昌

プ
ダ
耘
乙

二

四
。

゜

七
三
『
言
黒
器
無

‐
１
－
―
‐
‐
－
－
‐
－
‐
－
－
－
－
－

五
む
竺
汐
竺
竿
竺
詮
己
竺
言

無

七
七

垂
五
感
』

Ｊ
門
、
殿
一
匹
宇
ｌ
殿
一
匹
平
一
型
帷
鸚
ぷ
に

‐
－
－

几
設
計
鬘
且
毒
者
驚

－
１
１
－
・
―
－
‐
－
‐
－
ｉ
－
＝
‐

霊

一

言
言
憲

で
゜

ま
い

課
さ

生
だ

衛
く

健
絡

匹
四

役
で

市
ま

は
所

人
健

い
保

な
は

か
人

届
い

の
な

知
か

通
届

の
の

診
知

健
通

児
の

月
診

ヵ
健

ｍ
覗

ｌ
ｏ
体

’
い
低

診
さ
’

健
だ
診

児
く
健

月
絡
児

ヵ
連
歳

３
ご
３

▼
▼

図１
１

に注瀾

園
一一ｒ

Ｄ1 4 0 0 1

ド
‥
一

閃
ＥＥ

町

い

閔
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蔵
山

地
蔵

六
御

皿
一
哉

計
ら

５
２
、
辻
川
直
行
さ
令
⑩
７
９
▽
申
込
み
…
２
月
1
3
日
ま
で
に
、
参

４
０
、
長
尾
策
司
さ
ん
=
ｃ
Ｈ
９
加
費
七
百
円
を
添
え
て
宇
治
労
働

９
２
）
か
、
教
育
委
員
会
社
会
教
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
電
話
０
２
３
１

育
課
ま
で
。
先
着
百
人
で
締
め
切
５
番
）
へ
。

り
。
（
交
通
労
政
課
）

－
ス
ポ
ー
ツ
教
室
■
犬
の
引
取
り

▽
卓
球
・
２
月
1
2
日
（
火
）

・
２
月
1
5
日
（
金
）
か
ら
2
2
日
、
2
9
I
M
公
民
館
＝
1
0
時
4
0
分

日
、
３
月
７
日
、
2
1
日
、
2
8
日
の
黄
栗
自
衛
隊
正
門
前
‐
1
0
時
5
0
分

午
後
７
時
か
ら
南
宇
治
中
学
校
で
木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

対
象
は
中
学
生
以
上
の
人
で
定
員
小
倉
公
民
館
＝
1
1
f
o
分

は
3
0
人
。
登
録
料
は
五
百
円
。
開
公
民
館
H
1
1
時
2
0
分

申
込
み
は
登
録
料
を
そ
え
て
社
旦
椋
公
会
堂
＝
1
1
時
3
0
分

会
教
育
課
へ
。
（
保
健
衛
生
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

募
集

一
Ｖ
．
″
ド
ミ
ン
ト
ン

・
２
月
５
日
（
火
）
・
：
午
後
７
時
半

か
ら
御
蔵
山
小
学
校
で
。

・
２
月
７
日
（
木
）
・
：
午
後
７
時
半

か
ら
宇
治
中
学
校
で
。

・
２
月
1
2
日
（
火
）
…
午
後
７
時
半

か
ら
大
久
保
小
学
校
で
。

（
社
会
教
育
課
）

■
第
1
0
回
宇
治
久
世

勤
労
者
囲
碁
大
会

勁
労
者
相
互
の
親
ぽ
く
を
は
か
る

た
め
、
囲
-
≪
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
２
月
1
7
日
（
日
）
午
前

９
時
半
受
付
、
1
0
時
か
ら
。

▽
と
こ
ろ
・
＝
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
会
議
室

▽
参
加
資
格
・
＝
宇
治
市
・
城
陽
市
・

久
御
山
町
の
い
ず
れ
か
の
在
住
者

ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
人
で
、

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
級
別
・
・
・
参
加
者
を
３
ク
ラ
ス
に

分
け
る
。

・
Ａ
級
・
・
・
初
段
以
上

・
Ｒ
級
・
・
ｉ
級
～
５
級

・
Ｃ
級
・
・
・
６
級
～
Ｈ
級

■
市
職
員
の
募
集

＜
宇
治
市
職
員
Ｖ

川
一
般
事
務
職
Ｈ
昭
和
3
0
年
４
月
２

日
～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人
。

5
3
保
母
職
＝
昭
和
3
0
年
４
月
２
日
～

昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
保
母
資
格
を
有
す
る
女
子
、

ま
た
は
保
育
専
門
学
校
お
よ
ぴ
短

大
以
上
の
学
校
で
保
母
の
課
程
を

修
得
し
、
5
5
年
３
月
に
保
母
ａ
格

取
得
見
込
み
の
女
子
。

朗
消
防
職
Ｈ
昭
和
3
0
年
４
月
２
日
～

昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
通
動
時
間
が
一
時
間
以
内
の

男
子
。

…
＊
土
木
技
師
＝
昭
和
2
4
年
４
月
２
日

～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
土
木

０1 4 35 0

の
課
程
を
修
得
し
た
人
、
ま
た
は

5
5
年
C
O
月
に
修
得
見
込
み
の
人
。

圏
建
築
技
師
＝
昭
和
2
4
年
４
月
２
日

～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
建
築

の
課
程
を
修
得
し
た
人
い
ま
た
は

5
5
年
３
月
に
修
得
見
込
み
の
人
。

圓
看
護
婦
Ｈ
昭
和
1
9
年
４
月
２
日
～

昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
看
護
婦
（
准
看
護
婦
も
可
）

の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
同

資
格
を
5
5
年
３
月
に
取
得
見
込
み

の
人
。

剛
保
健
婦
1
1
昭
和
1
9
年
４
月
２
日
～

昭
和
3
3
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
保
健
婦
の
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
は
同
資
格
を
5
5
年
３
月
に
取

得
見
込
み
の
人
。

＜
宇
治
市
教
育
委
員
会
職
員
＞

川
幼
稚
園
用
務
員
＝
昭
和
1
4
年
４
月

２
日
～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
女
子
。

師
学
校
用
務
員
‐
昭
和
1
4
年
４
月
２

日
～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
。

▽
試
験
・
・
・
２
月
1
7
日
（
日
）
・
午
前
９

時
～
、
宇
治
市
立
宇
治
中
学
校
で

▽
申
込
み
・
・
・
２
月
４
日
～
２
月
９
日

ま
で
に
、
市
販
の
履
医
書
（
本
人

の
写
真
を
貼
付
の
こ
と
）
に
申
込

書
を
添
え
て
、
市
職
員
に
つ
い
て

は
市
役
所
職
員
課
、
教
育
委
員
会

職
員
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試

験
の
実
施
要
項
お
よ
ぴ
申
込
書
は

職
員
課
、
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
採
用
は
い
ず
れ
も
若
干
名

で
、
5
5
年
４
月
以
降
に
採
用
予
司（

職
員
課
）

をス
ー

アず必はにどな一ラ
ー

ク機くた洗

ス
て

一
し

ア
い

ヽ
伺

ず
お

ら
が

必
・
員

は
す
職

に
で
に

ど
要
的

な
必
期

プ
も
定

ン
ー
め

ポ
器
た

戸
断
ぐ

井
や
防
・

ヽ
し
を
す

器
電
険
ま

水
漏
危
い

温
Γ
の
て

ヽ
は
災
し

ジ
き
火
を

ン
と
気
断

レ
う
電
診

子
使
・
全

電
で
電
安

ヽ
・
外
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